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RobecoSAM 社によるサステナビリティ格付けで「ブロンズクラス」に認定 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社（取締役社長 グループＣＥＯ： 

柄澤 康喜）は、今般、ＥＳＧ投資の世界的な調査・評価会社である RobecoSAM 社（本拠地：スイス）に

よるサステナビリティ格付けで、昨年度に引き続き「ブロンズクラス」に認定されました。 

 この格付けは、RobecoSAM 社が世界の主要企業を「持続可能性」の観点から評価するもので、１９９９

年より毎年公表されています。今回の調査では、６０の産業から２，４７９社が評価対象となりました。 

１．RobecoSAM 社 サステナビリティ格付けについて 

RobecoSAM 社は、毎年、世界の主要企業を対象として、経

済・環境・社会の３つの側面から企業の持続可能性を評価し、

「サステナビリティ・イヤーブック」で公表しています。 

 今回公表された格付けでは、７３社が「ゴールドクラス」、

７８社が「シルバークラス」、１１８社が「ブロンズクラス」

に認定されました。  

２．当社の認定理由 

「ビジネスと人権に関する国連フレームワーク」に基づく人権基本方針の策定や、環境問題・社会課題 

に資する商品の種類とその内容、実績等の情報開示の強化が評価され、今回の認定に至りました。 

なお、当社は２０１７年に、RobecoSAM 社によるＥＳＧ投資指数である「Dow Jones Sustainability 

World Index（DJSI World）」と「Dow Jones Sustainability Asia Pacific（DJSI Asia Pacific ）」 

の２つの対象銘柄に２年連続で選定されています。 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループでは、経営理念として「グローバルな保険・金融サービス事業を 

通じて、安心と安全を提供し活力ある社会の発展と地球の健やかな未来を支えること」を掲げており、 

その実現に向けて、今後もレジリエントでサステナブルな 社会づくりに貢献していきます。 

以 上 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社について 

ＭＳ＆ＡＤホールディングスは、三井住友海上火災保険株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社などのグループ

保険会社を有する保険持株会社です。グローバル市場での業界トップ水準の保険・金融サービス事業を通じて、安心と安全

を提供し、「活力ある社会の発展と地球の健やかな未来」を実現する価値創造企業として、世界 47 の国・地域で事業展開し

ています。未来のあるべき姿を目指し、ステークホルダーの皆さまと、社会的な価値の共創に取り組んでいます。 
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